








要約:進行性腎障害調査研究班のアンケート調査より、キャリーオーバー症例の治療法と

予後についてを検討した。キャリ一オーバー症例は一般にかなり積極的な治療法がとられ

ているが、生存率などは成人型に類似する傾向にある。これは思春期以降の糸球体腎炎そ

のものの質が成人期のそれに類似している可能性があり、また治療に対する反応状態が成

人期のそれに類似している可能性がある。


